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代13例， 50才代8例， 40才代6例， 70才代5例， 30才
代2例， 20才代2例であった． TNM分類では T213
例， Till例， T37例， T45 ~il. No 19例， Ni15例，
Nz, N3各1例であった.M分類ではすべて Moであ


























入院諸検査で，特に貧血が認め られたため輸血等 衆レニン活性と収縮期血圧の関係は， PRAが 3.0ng/
の術前処置後，全麻下で，右側犬歯部より顎雌断ILよ ml/hour以上の32例を検討するど， r=O. 768, Pく
り腫療を全摘出した．腫蕩ば殆ど充実性で一部lこ褒胞 0.01, Y=3.30X-25.9相関関係を認めた．以上より
形成を認め，病理組織学所見では，石Jlらの分類によ 慢性透析患者の CTRは，血圧，心筋障害および水分









































































































































































































があった． contre-coup injury 4例中3例1r.頭蓋骨
々折を認め．受傷直後 CT上異常を認めなくても症
状から再検査が必要であることを痛感した．
2. Internal Maxillary Arteryの外燭
性動脈癌の1例
高山日赤脳神経外科
大熊歳夫，船越 孝
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